
 

令和６年４月 

各      位 

公益社団法人 東北海事広報協会会長 

 

周囲を海に囲まれた我が国にとって、海とのかかわりを抜きにして、あるべき将来を考えることはできないと考えています。古くから海上交通による貿

易の恩恵や食生活における豊かな海産物の恵みに依存してきました。そこでは船舶、海運、造船、港湾という大変裾野の広い海事関係施設が非常に重要な

役割を果たしてきましたし、国民生活の維持、発展のためにはこれからもその重要さは不変、不可欠であると考えています。 

また、四季折々の豊かな自然を享受できるのも海のおかげですが、環境問題等にも海が深く関わっていることがクローズアップされてきています。 

このような観点から、とくに次代を担う児童、青少年から「海の絵画」を募集することにより、海事に関する関心を高めあわせて海事知識の啓発に寄与

することを目的として、下記の要領で「海と船や港の絵画コンクール東北」を募集・開催することといたしました。 

つきましては、当面は、下記４．の『共催等の場合』としての募集となりますが、奮って多数応募参加下さるようご指導方、ご高配賜りたくよろしくお

願い申し上げます。 

記 

「海と船や港の絵画コンクール東北｣募集要項  

 

１．主催若しくは共催 

  公益社団法人 東北海事広報協会 塩釜市港町１－４－１ （マリンゲート塩釜２Ｆ） 

主催の場合：後援要請を行う。 

  国土交通省東北運輸局、青森・岩手・秋田・山形・宮城・福島の各県教育委員会、河北新報社、仙塩地区海の月間実行委員会、 

石巻地区海の月間実行委員会 

２．応 募 資 格  青少年（青森・岩手・秋田・山形・宮城・福島の各県の児童、青少年（幼稚園・小・中学校等生徒）） 

３．主催の場合 

（１）テーマ・その他 

 〔画    題〕（ア）外航船（コンテナ船、タンカーなどの大型貨物船、フェリーなど）及びこれに係る活動風景（着岸作業、荷役作業など） 

                （イ）海（船・港等を含む）に関する絵画・未来画など 

〔種  類〕    ✦水彩、パステル、クレヨン、版画 （標語のような文章を入れないこと） 

〔大きさ〕      ✦大判画用紙（３８ｃｍ×５４ｃｍ） 

〔裏面記載事項〕✦学校等名・学年・氏名【必ずふりがなを付けること】 

〔応募作品〕   ✦応募者の過去一年以内の作品とします。また、ほかのコンクール等に入賞した作品は応募できません 

（ただし校内での発表等は除きます。） 

          ✦各学校等単位の応募数は最大１０点までとします 

☛ 同封の応募者名簿は必ず添付して下さい。（応募者名簿はコピーで提出も可） 

〔受賞作品〕     ✦コンクール受賞作品の版権は、（公社）東北海事広報協会に属します。 

（２）応 募 期 限 応募期限：令和  年  月  日(  曜日)【  時必着】 

及び審 査 日 審査日 ：令和  年  月  日( 曜日)【  時から】【マリンゲート塩釜２階ベイサイドルーム」にて審査】 

（３）応 募 宛 先   ✦〠９８５－００１６宮城県塩釜市港町１－４－１ （マリンゲート塩釜２Ｆ） 

公益社団法人 東北海事広報協会  TEL＆FAX：０２２－３６２－４５２４ 

（４）審  査  員  ✦日展会友 、河北美術展顧問（予定） 

✦行動美術協会会員、東北生活文化大学非常勤講師（予定） 

✦東北運輸局長 

✦東北海事広報協会長 

（５）展示会開催期間 （ア）令和  年  月  日（ 曜日）～  月  日（ 曜日）までの   日間予定 

（予定）仙台市「仙台港フェリーターミナルビル２階」  〒９８３－０００１ 宮城県仙台市宮城野区港三丁目７－１ 

✦【金賞・銀賞・銅賞・佳作の計４０点を展示】（予定） 

（照会先電話 022-362-4524（公益社団法人東北海事広報協会）） 

 

（６）賞状及び賞品  （ア）東北６県等の応募作品を審査し、入賞者には、賞状及び賞品が所属学校を通じ贈呈される 

金 賞（東北運輸局長賞）１名・銀 賞（東北海事広報協会長賞）３名・銅 賞（審査員賞）６名 

佳 作（東北海事広報協会長賞）３０名 

※コンクールにおける上記の賞は、（１）・（２）の画題を通じて選出する 

（７）成果の発表  ✦このコンクールの成果は展示会のほか、（社）東北海事広報協会会報、当協会ホームページ等に掲載する 

    ✦当協会ホームページ：http://www16.plala.or.jp/tohokukaiji/ 

（８）その他 

（１）状況により単県での開催や複数県での開催も検討することができる。 

（２）展示場所は、原則２ヶ所とするが、応募作品数の状況により１ヶ所になる場合がある。 

   また、複数県での開催の場合には、その都度決定することとする。 

（３）金賞作品の表彰式は、予算措置を考慮しながら「海の日」記念式典等での授与を検討する。 

４．共催等の場合 

「海と船や港の絵画コンクール東北」と同様の趣旨で、他団体・企業等で募集・開催されている海と船や港にかかる絵画コンクール等について共催

や支援、協力要請等があった場合、東北海事広報協会長賞として表彰する等予算の範囲内で可能な限りの対応を行い、海事に関する関心を高めあわせ

て海事知識の啓発に寄与することを目的とした「海と船や港の絵画コンクール東北」としての取り扱いとする。 

（例：塩釜港開発株式会社で実施している海の絵画展との共催等） 

http://www16.plala.or.jp/tohokukaiji/

